
指定日

種別

国指定重要文化財　建造物

年代

明治時代

所在地

朝来市佐囊

所有者

エコマネジメント株式会社

内容

昭和52年6月27日

6．神子畑
み こ ば た

鋳鉄
ちゅう��

橋
きょう

明治11年（1878)神子畑鉱山が再発見され、明治14年(1881)�本格開坑以後、そ�鉱石

運搬�ため�道路が必要��った。そこ�神子畑-生野間をむすぶ総延長16．2Km、幅員3．

6m�馬車道(鉱山道路)が建設され、5��橋が架けられた。

こ�工事�明治16年（1883）から足かけ2年、総工事費4万円をかけた大工事�あった。こ

�馬車道が神子畑川を横切る�き�架けられた�が、神子畑鋳鉄橋�ある。また、工事す

べ��設計・施工��も�日本人��っ�いるが、実際��生野鉱山開発�あたったフラン

ス人技師団�技術指導�結果�よる�ころが大きい。

神子畑鋳鉄橋�、日本�現存する鉄橋�し��3番目�古く、全鋳鉄製�橋�し��日本

最古�ある。
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